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Web2.0をビジネスへ
- アプリケーションのUI統合とAjax、その先にあるもの -

日本オラクル株式会社　
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Web 2.0 のおさらい
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Web 2.0 って何?

• Web 1.0 : 参照型Web
– ニュースサイト

– 企業のWebサイト

• Web 1.5 : 参照アクション型Web
– ディレクトリ・サイト

– ショッピングサイト

• Web 2.0 : 参加型Web
– ブログ

– SNS: mixi
– Wiki
– メッセンジャー

– RSS、トラックバック

– YouTube
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企業におけるWeb 2.0

• 予測: 
2007年度から2008年度にかけて企業向けのブログ
/SNS製品が充実
→ 2009年度からは一般化していく

• 課題 : どう展開するか
– 技術的な問題

– 仕組み上の問題

出典:野村総合研究所 「ITロードマップ」
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“Web2.0” 化するために

• 「参加型」を促進させる =
ユーザー個々に、参加することのモチベーションを与える

– 使いやすいWebページ ← Ajax?

– コミュニティの形成

• 同じ指向の者同志でレベルの高い会話ができる

• 自分の情報を有益だと感じてくれていることがわかる

– 既存サービスを融合化して付加価値を提供

– さまざまな情報が連携する仕組み

企業ごとの仕組みで
カバーするところ

製品やテクノロジーで
カバーできるところ

製品やテクノロジーで
カバーできるところ
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“統合” について考える
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さまざまな“統合”がIT環境に求められている
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さまざまな“統合”がIT環境に求められている

データ統合データ統合
データ連携データ連携プロセスプロセス

統合統合
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さまざまな“統合”がIT環境に求められている

ファイルサーバーファイルサーバー
統合統合



Copyright Oracle Corporation Japan, 2006. All rights reserved.

さまざまな“統合”がIT環境に求められている

IDID
情報情報
統合統合
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さまざまな“統合”がIT環境に求められている

統合
検索機能
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さまざまな“統合”がIT環境に求められている

UI UI 統合統合
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さまざまな“統合”がIT環境に求められている

UI UI 統合統合 データ統合データ統合
データ連携データ連携プロセスプロセス

統合統合

IDID
情報情報
統合統合

ファイルサーバーファイルサーバー
統合統合

統合
検索機能
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さまざまな“統合”がIT環境に求められている

•データ統合・データ連携

•プロセス統合

•ID情報統合

•統合検索機能

•UI 統合

他にも…
•統合モニタリング

•統合管理機能

Data Hub、SOAによるデータ連携Data HubData Hub、、SOASOAによるデータ連携によるデータ連携

BPEL Process ManagerBPEL Process ManagerBPEL Process Manager

Identity Management SuiteIdentity Management SuiteIdentity Management Suite

Secure Enterprise SearchSecure Enterprise SearchSecure Enterprise Search

Business Activity MonitoringBusiness Activity MonitoringBusiness Activity Monitoring

Enterprise ManagerEnterprise ManagerEnterprise Manager

??? Portal ?????? Portal ?????? Portal ???
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さまざまな“統合”がIT環境に求められている

•データ統合・データ連携

•プロセス統合

•ID情報統合

•統合検索機能

•UI 統合

他にも…
•統合モニタリング

•統合管理機能

WebCenter SuiteWebCenter WebCenter SuiteSuite• Web2.0Web2.0的的 UI UI 統合統合

Data Hub、SOAによるデータ連携Data HubData Hub、、SOASOAによるデータ連携によるデータ連携

BPEL Process ManagerBPEL Process ManagerBPEL Process Manager

Identity Management SuiteIdentity Management SuiteIdentity Management Suite

Secure Enterprise SearchSecure Enterprise SearchSecure Enterprise Search

Business Activity MonitoringBusiness Activity MonitoringBusiness Activity Monitoring

Enterprise ManagerEnterprise ManagerEnterprise Manager
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オラクルが提供するWeb2.0型
アプリケーションの基盤

Oracle WebCenter Suite
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日常の作業を振り返ってみると…

• メール

• スケジューラ

• オフィス・ソフト

• Webブラウザ

• 社内システム

• 会議

• 電話
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タスク駆動のユーザーインタラクション
すべてのタスクをシンプルな一貫した方式で実施可能

NotificationsNotifications

EmailEmail

DocumentsDocuments

DiscussionsDiscussions Contextual WiringContextual Wiring

CommunitiesCommunities

PresencePresence

PreferencesPreferences

SearchSearch

RecentRecent

FavoritesFavorites

一連の作業・タスクをひとつのインターフェースに集約

それぞれが協調できる仕組み（フレームワーク）を提供

一連の作業・タスクをひとつのインターフェースに集約

それぞれが協調できる仕組み（フレームワーク）を提供
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“Web2.0” 化するために

• 「参加型」を促進させる =
ユーザー個々に、参加することのモチベーションを与える

– 使いやすいWebページ

– コミュニティの形成

• 同じ指向の者同志でレベルの高い会話ができる

• 自分の情報を有益だと感じてくれていることがわかる

– 既存サービスを融合化して付加価値を提供

– さまざまな情報が連携する仕組み

企業ごとの仕組みで
カバーするところ

製品やテクノロジーで
カバーできるところ

製品やテクノロジーで
カバーできるところ

Ajax、マルチデバイスAjaxAjax、、マルチデバイスマルチデバイス

ディスカッション、Wiki …ディスカッション、ディスカッション、Wiki Wiki ……

マルチサービス
マッシュアップ

マルチサービスマルチサービス
マッシュアップマッシュアップ
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“Web2.0” 化を支援するテクノロジー

• Ajax
• マルチデバイス

• ディスカッション、Wiki、RSS…
• メール、コンテンツ管理、サーチ

• マルチサービス対応

• サービス･マッシュアップ

WebCenter
Services

WebCenterWebCenter
ServicesServices

ADF
Faces
ADFADF

FacesFaces
ADF

バインディング

ADFADF
バインディングバインディング

SIP HTML、PDA、
Telnet
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Oracle WebCenter Suite
インフォメーション・ワーカーの生産性を劇的に向上させる

次世代のユーザー・インタラクション・プラットフォーム
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Oracle 
WebCenter
Framework

Portlet Runtime JSF Portlet Bridge Search Framework
Content Integration Resource Catalog Customizable components

Oracle 
WebCenter

Services

Content Discussions Wiki

Presence/IM
Context Linking PagesRSS
Events VOIP

ADF
AJAX Active DataJSF Taskflow

Oracle Application Server 10g R3Oracle Application Server 10g R3

OracleOracle
WebCenter WebCenter 
AnywhereAnywhere

Desktop

Wireless

Voice

MS Office

Oracle WebCenterアプリケーション

JD
ev
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op

er



Copyright Oracle Corporation Japan, 2006. All rights reserved.

WebCenter を支える
標準準拠のフレームワーク

Oracle ADF/ADF Faces
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Webサービス・クライアント?

EJBクライアント?

カスタム・クライアント?

マルチサービスに対して

ModelModel

BPELBPEL
WebWebサービスサービス

ViewView

JSP/JSFJSP/JSF

ModelModel

EJB 3, POJOEJB 3, POJO

ControllerController

JSF/StrutsJSF/Struts

それぞれのサービスごとに
作っているようでは工数が
かかりすぎる。保守も大変。

それぞれのサービスごとに
作っているようでは工数が
かかりすぎる。保守も大変。

ModelModel

カスタムコードカスタムコード
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マルチサービスに対して

ModelModel

BPELBPEL
WebWebサービスサービス

ViewView

JSP/JSFJSP/JSF

ModelModel

EJB 3, POJOEJB 3, POJO

A
D

F
バ

イ
ン
デ
ィ
ン
グ

A
D

F
バ

イ
ン
デ
ィ
ン
グ

JSR-277 インターフェースでビジネスサービスを抽象化

EL表現でUIから利用できるようにマッピング

JSR-277 インターフェースでビジネスサービスを抽象化

EL表現でUIから利用できるようにマッピング

EL表現で利用

JSR-277 インターフェース

XMLでマッピング
を定義

ModelModel

カスタムコードカスタムコード
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マルチデバイスに対して

ModelModel

BPELBPEL
WebWebサービスサービス

ModelModel

カスタムコードカスタムコード

ViewView

JSP/JSFJSP/JSF

ModelModel

EJB 3, POJOEJB 3, POJO

A
D

F
バ

イ
ン
デ
ィ
ン
グ

A
D

F
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イ
ン
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ィ
ン
グ

PC

PDA

Telnet

電話

メール

WebCenter WebCenter ServiceService

通知サービス通知サービス
SIPSIP機能機能

Web UIWeb UI

JSFJSFコンポーネントコンポーネント

ADF FacesADF FacesADF Faces
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ADF Faces – 同じ手法でマルチデバイスに対応

J2EE ロジックロジック

HTMLHTML RIARIA MobileMobile TelnetTelnet

Telnet

XMLXML XMLXML

HTMLHTML

TSTS

Phone/PDABrowser

スキンスキン

レンダラーキットレンダラーキット

コンポｰネントコンポｰネント

インターフェースインターフェースJava Server Faces / JSP

Faces RIFaces RI ADF FacesADF FacesPortalPortal
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Telnet アプリケーションの設計

※ クライアントTelnet は UTF-8 対応である必要があります
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ADF Facesコンポーネント
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ADF Faces を Apache MyFaces へ寄与
ADF Faces/Trinidad
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Ajax に使われるな、Ajax を使え!

• JavaScript を記述しているうちは、Ajax は
エンタープライズの域で利用されるものにはならない

• 今すぐ “使える” Ajax
– ADF Faces
– X-WebForm

• 将来 “使える” Ajax
– ADFリッチクライアント
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ADF Faces の Ajax対応機能

• 部分ページ・レンダリング機能を実装
ページ全体ではなく、変更箇所のみの部分的な再描画

購入情報

選択アイテム

購入方法

102-0094102-0094
名前

郵便番号

購入情報

選択アイテム

購入方法

102-0094102-0094
東京都千代田区紀尾井町東京都千代田区紀尾井町

名前

郵便番号

住所イベント
発生

変更エリアの

データを転送

更新個所のみ

再描画

住所
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部分ページ・レンダリングの使用

1. 関連させたい2つのコンポーネントを配置

2. イベント起動側のコンポーネントに対して
– “valueChangedLitener” を設定し、“autoSubmit=true”

にする or
– “actionLitener” を設定し、“partialSubmit=true”にする

3. リスナーに対応するロジックを用意する

4. イベント受信側のコンポーネントの“partialTriggers”プ
ロパティを設定

No JavaScript Coding!
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操作性向上を実現する“今すぐ使える” Ajax
Webユーザーを満足させる、クライアント/サーバーと同等な操作性

開発手順の連載実施中 http://otn.oracle.co.jp/skillup/jdev_x-webform/

No JavaScript Coding!
Developer
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Oracle JDeveloper と連携した開発

②マウス操作で
デザイン作成

②マウス操作で
デザイン作成

④プレビュー確認④プレビュー確認

Developer

③動作、属性を
プロパティ設定

③動作、属性を
プロパティ設定

ウェブフォーム

.jsp フォームクラス

フォームイベント
クラス

フィールドイベント
クラス

⑥ソース
コーディング

⑥ソース
コーディング

⑦デバッグ⑦デバッグ

⑤保存⑤保存

デザイン変更
のたびに置き換え 初回のみ作成

Javaソースコード
スケルトン

毎回自動更新毎回自動更新

デザイン担当

プログラマー

①起動①起動
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より機能性の高いWebインターフェースのために

標準ブラウザで実現するリッチクライアント環境 ： プロジェクト進行中

アコーディオン
コンポｰネント

セパレータ
コンポｰネント

テーブル
コンポｰネント

ドラッグ&ドロップ
の振舞いの設計
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Oracle Fusion Middleware
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J2EE、アプリケーション･サーバーを超えて
SOAまでを包含する全部入り統合開発環境

Oracle JDeveloper
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JDeveloper+ADF: 実証された生産性の高さ

• Java IDEとしての高い評価

• 2005 JavaPolis イベントの RAD Race* で
Winner となった3チームすべてがJDeveloperを利用

* オープン・エントリで12時間で一つのアプリを開発するレース

特にPersistenceと
Presentationに大きな差

特にPersistenceと
Presentationに大きな差
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Oracle JDeveloper 10.1.3

•フルJ2EEサーバーを含む “全部入り” 統合開発機能

～ 初心者からエキスパートまですべての層に ～

– UMLモデリング

– JSPビジュアル開発

– Java・PL/SQLのコア・コーディング支援

– 強固なDB開発・連携機能

– Webサービス開発/デバッグ

– 3つのエディションを用意

– Java
– J2EE
– Studio

– すべてのエディションが無償!
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テスト・デバッグ

• Webアプリケーションの実行・デバッグ
–JDeveloperだけで実行可能
# アプリケーション・サーバーのインストール不要! 設定不要!

開発環境?

Webサーバー?

サーブレット・コンテナ?

EJBコンテナ?

Webサービス・コンテナ?

すべてJDeveloper一つで実施可能
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ビジュアル・エディタ

JSP/JSFのタグ
コード編集と
完全同期

JSP/JSFのタグ
コード編集と
完全同期

JSP/JSFページの
ビジュアル設計

JSP/JSFページの
ビジュアル設計

コンポーネント
部品群

コンポーネント
部品群

タグ・プロパティ
の編集も可能

タグ・プロパティ
の編集も可能

動的データ
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Oracle JDeveloper
J2EEを超えてSOAへ

「J2EE開発機能+DB開発機能
+テスト用J2EEサーバー」の
全部入りJ2EE開発環境

• J2EE 1.4完全対応

• EJB3.0対応

• ビジュアルJSF設計機能

• リッチJSFコンポーネント
ADF Faces （Ajax対応）

• O-Rマッピング設計機能

• UMLモデリング

リリース 10.1.3.0

「J2EE＋SOA」を実現した
初のSOA統合開発環境

• J2EE開発機能はそのままに
SOA設計機能を完全統合

• BPELデザイン

• ESBルーティング設計

• アダプタ設計

• XMLマッパー

Webサービス開発、
SOAによるビジネスプロセス開発、
フロントのWebアプリケーション開発

のすべてを単一環境でサポート

リリース 10.1.3.1

無償ダウンロード開始!
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開発環境はすべて無償!

まずはトライ!
• Oracle JDeveloper

– http://otn.oracle.co.jp/software/products/jdev10g/

技術情報
– http://otn.oracle.co.jp/products/jdev/

オンライン・デモンストレーション（ブラウザで見られるデモ）
– http://otn.oracle.co.jp/products/jdev/viewlets/

※ OTN-Japan への会員登録が必要です （無償）




